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ⅠⅠⅠⅠ．．．．問題問題問題問題とととと目的目的目的目的    

私たちは、日々の生活の中で様々な感情を経験し、それをうまく制御することで、環境

に適応し生活している。しかし、Sifneos(1973) が見出した、アレキシサイミアと呼ばれる

人たちは、１）自分の感情や身体の感覚に気づいたり区別することが困難で、２）他者へ

自分の感情を語ることが難しく、３）空想力や想像力が乏しく、４）自己の内面よりも外

的な事実に関心が向くといった特徴を有している。そのため、ストレスがうまく発散でき

ず、心身症を初め、様々な疾患の難治化といった、不適応状態に繋がるといわれている。

また、アレキシサイミアの人たちは、精神力動的な研究では、ストレスとなる事態に対し、

成熟した防衛ができず、未熟な防衛機制に頼るということが言われている (Wise，

Mann&Epstein，1991)。そこで、未熟な防衛機制に頼ってしまう要因、あるいは成熟した

防衛機制を使用できない要因を明らかにすることで、不適応状態の改善を図ることができ

ると考えられる。しかし、なぜ未熟に頼り、成熟した防衛機制が使えないのかについては

今まで言及されてきていない。そこで、本研究では、アレキシサイミアの人がなぜ未熟な

防衛機制に頼り、成熟した防衛機制がうまく使えないのかについて検討する。その要因と

して、先行研究においてアレキシサイミアとの関連が指摘される親の養育態度と愛着から

検討することとした。 

    

ⅡⅡⅡⅡ．．．．方法方法方法方法    

調査対象者は、私立大学に通う大学・大学院生 330 名であった。調査票は、アレキシサ

イミアの測定として、Toront Alexithymia Scale-20、防衛機制の測定には Defense Style 

Questionnaire-40、親の育児態度の測定には TK 式診断的新親子関係検査、愛着測定には

Internal Working Models尺度を使用し、各尺度間の関連を検討した。 

 

ⅢⅢⅢⅢ．．．．結果結果結果結果とととと考察考察考察考察    

TAS-20の下位因子である感情認識困難と感情言語化困難は、未熟な防衛と正の関連があ

り、外面性志向の思考で成熟した防衛と負の関連があった。次に、TAS－20 のカットオフ

ポイントによりアレキシサイミア群と非アレキシサイミア群に分け、防衛機制を比較した

ところ、未熟な防衛はアレキシサイミア群が有意に高かったが、成熟した防衛では両群に

差がみられなかった。次に、アレキシサイミアと親の養育態度、愛着との関連を検討した

ところ、支配的、拒否的で、矛盾した親の養育態度と回避型の愛着が特に関連していた。

次に、関連のあった未熟な防衛と、親の養育態度、愛着を検討したところ、アレキシサイ

ミア同様に、支配的、拒否的で、矛盾した親の養育態度と回避型の愛着が特に関連してい

た。 

本研究においても、アレキシサイミアと未熟な防衛との関連が見出された。また、成熟

した防衛において両群に差がみられなかったことから、アレキシサイミアの人は、何らか

の不快感情が多く、その分多くの防衛機制を使用するため、未熟にも頼っているというこ
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とが考えられた。あるいは、成熟した防衛を使うも十分に機能せず、感情をうまく制御で

きていないため、未熟な防衛を使用していると推察される。また、アレキシサイミアの人

が未熟な防衛に頼ってしまうことに関しては、因果関係を想定するならば、両親の支配的、

拒否的で一貫しない養育態度により、十分な感情の交流もできないため、不安定な愛着が

形成され、防衛も機能的に十分に成熟せず、不快な感情が生じた際にうまく対処できず、

未熟な防衛に頼るという道筋となるかもしれない。しかし、本研究では因果関係を推測す

ることができる変数がないため、一仮設という位置づけにとどまらざるをえないであろう。 

本研究では、アレキシサイミアの人がなぜ未熟な防衛に頼り、成熟した防衛ができない

のかについて検討し、未熟な防衛には不適切な親の養育態度と不安定な愛着が関連してい

た。今後は、それらの要因がどのようにアレキシサイミアの防衛機制の改善に役立つかを

検討することを今後の課題としたい。また、今回の研究では、抑うつや不安が交絡要因と

して働いている可能性も考えられたため、今後はその点を考慮し、研究を進めたい。 
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